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○ 人間の理解
１
前

30 ○ ○ ○

○ 社会の理解
１
通

60 ○ ○ ○ 　

○
レク・野外活
動

２
前

30 ○ △ ○ △ ○

○ 介護の基本Ⅰ
１
前

30 ○ 　 ○ ○

○ 介護の基本Ⅱ
１
後

30 ○ ○ ○

○ 介護の基本Ⅲ
２
前

30 ○ ○ ○

○ 介護の基本Ⅳ
２
通

30 ○ ○ ○

○ ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ概論
１
後

15 △ ○ ○ ○

○
生活支援技術
Ⅰ

１
通

120 △ ○ ○ ○

○
生活支援技術
Ⅱ

２
通

120 △ ○ ○ ○

○
介護過程の基
礎Ⅰ

１
前

30 ○ ○ ○

○
介護過程の基
礎Ⅱ

１
後

30 ○ ○ ○

○
ケアマネジメ
ント論

１
後

30 ○ ○ ○

教員

誰もが人間として尊厳が守られ、生活者として主体
的に生きることを可能にするための人間尊重を基盤
とした「介護観」を育む。人権保障としての介護に
ついて理解する。

分類

授業科目名

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

授業方法 場所

授業科目概要

生活支援を必要とする対象者の課題を理解し、目標
設定のできる思考の展開を講義及び演習を通し概説
する。

講義で知識を習得した上で演習を行い、科学的根拠
に基づいた生活支援技術の取得。全介助での生活支
援技術を実際の事例を通して習得する。

介護実践の基礎となる「人間の理解」を図り、介護
における尊厳の維持と自立支援の在り方について考
え、心身の状況に応じた介護の在り方について考察
する。

生活と福祉、わが国の社会福祉保障制度、介護保険
制度、障害者自立支援制度、介護実践に関する諸制
度について学習する。

介護の歴史や時代の変遷、介護福祉士という国家資
格の法的根拠等を踏まえ、介護概論を中心に介護の
基礎的知識・技術を習得する。

環境教育、自然とのかかわりを自然体験活動実習を
通して学ぶ。自然の生態系の理解と環境教育の重要
性を認識し、野外活動に必要な技術を体得する。

利用者の理解を図りながら、必要な情報収集を行
い、分析・解釈に基づいて介護内容方法を計画し、
実施・評価できるように講義・演習を通して学習す
る。

介護過程の意義の知識を深めながら、介護過程の展
開を演習を通し理解するとともに、自立支援のため
の介護過程の実践的展開へと発展させ、介護過程と
ﾁｰﾑｱﾌﾟﾛｰﾁの重要性を理解する。

講義で知識を習得した上で演習を行い、科学的根拠
に基づいた生活支援技術の取得。移動・移乗の介
助、衣類着脱の基本などを演習を通じて学ぶ。

利用者個人の自立を目標としたﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動の支援
方法について学び、福祉現場に即したﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動
の能力と実践援助能力を習得する。

介護における事故防止、安全管理、健康管理の必要
性と実施するための具体的な方策等、またそれに係
る環境整備、関連職種・期間について習得する。

介護を必要とする人の理解を深め、人間の多様性及
び高齢者の暮らしの実際や障害がある人への理解を
深め、介護を必要とする人の生活環境の考え方を学
び、生活の観点から知識を深める。



○
介護過程事例
演習

２
通

60 ○ ○ ○

○
介護総合演習
Ⅰ

１
前

30 ○ ○ ○

○
介護総合演習
Ⅱ

１
後

60 ○ ○ ○

○
介護総合演習
Ⅲ

２
前

30 ○ ○ ○

○
介護総合演習
Ⅳ

２
後

30 ○ ○ ○

○
発達と老化の
理解Ⅰ（老年
期の心理学）

１
後

30 ○ 　○ ○ 　

○
発達と老化の
理解Ⅱ（高齢
者と健康）

１
前

30 ○ ○ ○ 　

○

認知症の理解
Ⅰ
（ 医 学 的 側
面）

１
後

30 ○ ○ ○ 　

○
認知症の理解
Ⅱ（介護）

２
通

30 ○ ○ ○ 　

○
障害の理解Ⅰ
（ 障 害 者 福
祉）

１
後

30 ○ ○ ○ 　

○
障害の理解Ⅱ
（ 障 害 と 健
康）

２
通

30 ○ ○ ○ 　

○

こころとから
だのしくみⅢ
（生活支援関
連）

１
後

30 ○ ○ ○

医療的ケア 全 65 ○ △ ○ ○

1070合計

介護職員が医療職と適切な連携を図り、たんの吸
引・経管栄養を安全かつ適切に行うための知識・技
術を身につける。

高齢者に多い疾病や老化に伴う機能低下が及び日常
生活への影響を理解し、生活支援技術の根拠となる
知識の修得を図る。

障害(疾患)の知識及び症状とその背景や原因を知
り、自立に向けて医学的・心理的理解・生活の理
解・介護上の留意点を学ぶ。

44　　　科目

利用者とのコミュニケーションを図りながら利用者
の生活状況や生活リズム及びニーズの把握に努め、
実習施設概要・基礎的な日常生活援助を理解する。
実習に向けての動機づけ。

利用者の自立した生活の質(QOL）の向上に向けての
ニーズの把握をし、個々の利用者に対し手個別の考
察した計画の立案、実施、評価の流れを演習を通し
て学ぶ。

障害の概念や障害者福祉の基本を、障害者が及び心
理的影響や障害の受容、日常生活への影響と関連付
て学ぶ。疑似体験などのより具体的イメージを持っ
て障害を理解できる授業を展開する。

認知症の介護に家族を含めた周辺の環境にも配慮す
べきである。根拠に基づいた対応を学習する。

認知症に関する基礎知識を習得するとともに、認知
症のある人の体験や意志表示が困難な特性を理解す
る。

老化に伴う機能低下が日常生活に及ぼす影響や高齢
者に多い疾病について理解し、生活支援技術の根拠
となるようにする。

エリクソンらの発達観を土台に、人間の発達過程と
課題や老年期におけるは発達と成熟について学習す
る。高齢者の心理を理解する。

個別の必要な情報の収集・分析・統合から生活課題
を抽出し、立案・実施・評価・修正に至る一連の介
護過程を実習を通して学習する。またその過程を研
究し記録としてまとめ、発表する。

個別のニーズを把握するための着眼点や観察方法に
ついて演習を通して学習する。介護実習の振り返り
を行いより効果的な介護実習が行えるようにする。

利用者の特性に応じたコミュニケーションが図れる
ように事例を取り上げ、その方法について理解を深
める。介護過程における情報収集・分析・統合から
導き出されたニーズの捉え方を演習を通して学習す
る。


